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を明らかにする上で重要な手がかりとなるo しかし、従来の前歯部不正佼合の歯列模型分析は、主に 2 次元計測で行






-~ 1. 3 次元形状計測装置の開発















格化した。取得した特徴点座標を、歯列弓については 4 次式 (y=-ax4 + bx2 +c)、前後的校合習曲については 2 次
式 (Z=dy2 +ey+f)で近似した。形態を定量的に分析するため、歯列弓の 4 次の係数 a、 2 次の係数 b、前後的佼
合響曲の 2 次の係数 d について、正常岐合群を対照群として各不正佼合群との多重比較検定を行った。
【結果】
1. 3 次元形状計測装置の開発




は39.77 :!:0.09mm となり、本装置により取得した特徴点の 3 次元座標が正確であることが示された。
2. 前歯部不正攻合の歯列形態の分析
開校および過蓋校合の歯列弓は、上下顎ともに特徴的な形態が認められなかった。開校の前後的吹合響曲は、上顎
で強く、下顎で弱かった。過蓋校合の前後的攻合轡曲は、下顎で強かった。
上顎前突の歯列弓は、上顎で尖形を示したが、下顎では特徴的な形態が認められなかった。上顎前突の前後的校合
轡曲は、上下顎ともに強かった。反対校合の歯列弓は、上顎で方形を示したが、下顎では特徴的な形態が認められな
かった。反対日交合の前後的校合轡曲は、下顎で弱かった。
このように、典型的な前歯部不正佼合の歯列形態は、正常校合とは異なる特徴を有していることが示された。
【結論】
新しく開発した計測装置は、臨床に十分実用できる時間、精度で歯列模型を計測することが可能であり、本装置を
用いた歯列模型分析により、前歯部不正校合の歯列弓および前後的校合管曲の特徴を客観的に把握することができた。
本研究結果は、顎口腔機能と密接に関連している歯列形態の定量的な評価を可能とするものであり、前歯部不正佼
合を有する患者の診査、診断および治療における形態的な指標となるのみならず、前歯部不正佼合のもたらす機能的
な問題を解決する上で有用であることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は、前歯部不正岐合のもたらす様々な問題を補綴的に治療する指標を得るため、新しい高速 3 次元形状計測
装置を開発して歯列模型の分析を行い、前歯部不正佼合における歯列形態の特徴を客観的に把握しようとしたもので
ある。
その結果、開発した計測装置を用いて短時間かっ高精度に歯列模型を計測できることが示された。そして、得られ
た計測データをもとに歯列模型の定量的な分析を行うことにより、前歯部不正佼合の歯列弓および前後的校合管曲の
特徴が明らかとなった。
以上より、本研究は、前歯部不正岐合を有する患者の診査、診断および治療においてきわめて有用となるものであ
り、博士(歯学)の学位請求に値するものと認める o
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